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P2−21−26　MRI 拡散強調 1由i像の 卵巣腫瘍術前診断 にお け る有用 性 の 検討
一

充実性部分 の ADC 値 は 良悪性診断 に利用で き

る か ？
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【目的】近 年 MRI の 拡 散 強調 i［像 （DWI ）は ，腫瘍診断に お い て 新た な付加的情報が 得 られ る もの と して 注目されて い る．し

か し，卵巣腫瘍 の 診断 に おい て DWI の 有川 性，特 に見 か けの 拡 散係数（ADC 値）に関す る検討はい まだ議論 され て い る とこ

ろ で ある．今 回，卵巣 腫 瘍 の 良悪性 の 鑑 別 に お け る DWI の 所見 と卵巣腫瘍充 実性部分 の AD ¢ 値 につ い て 検討 した．【方法】対
象 は 当院 で術 前骨 盤 部 MRI を撮影 し，組織学的に 検索の な され た卵巣腫瘍症 例 で あ る，　MRI 検査 は 1．5T 機器を用 い て 行 い ，
DWI 撮像 に お ける bfactor は 1000sec，imm2 と した．院 内画像配 信 シ ス テ ム よ り得られ た データーを も とに，オ フ ラ イ ン で 画
像 の 閲覧 評価を行 っ た．DWI の 画像は，　 col 〔｝r　look−up 　table を用 い て条件設定を行 い 評価 した，ま た，卵巣腫 瘍の 充 実性部
分 を関 心 領 域 （ROI）に 設定 し，　 DWI の apparellt 　diffusion　coefficienし（ADC ）マ ッ プか ら ROI の ADC 値を抽出した．【成績】
良性 腫 瘍 64例 （漿液性嚢胞 8 例，粘液性嚢胞 9例，内膜 症 性 嚢胞 28 例，奇形腫 17例，線維腫 2 例 ），境界 悪 性 腫 蕩 5 例 （漿
液 性 4 例，粘液性 1 例 ），悪 性 腫 瘍 28例 （漿液性腺癌 11例，明細胞癌 4 例，粘液性腺癌 3例，類 内 膜腺癌 2 例，奇形腫悪性
転化 2例，未熟奇形 腫 1例，転 移性 2例，そ の 他組織型 3 例），合計 97例 を評価 した，DWI で の 異常信 1｝は 良性腫瘍 の 34．4％，
境 界 悪 性 腫 瘍腫 瘍以 上 の 93．9％ で 認め られ た （pく O，01）．充実 性 部分の ADC 値の 平均値 と 9596 牾頼区間は良性腫瘍 11例 で
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sec ，悪性腫瘍24 例で 0．7239 （O．7134−O．7345）× IO
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／sec で あ っ た．【結 論 】DWI の 高信
号領域 を color 　1。ok −up しable を用 い て 設定す る こ とや．充実性部分の ADC 値を 評価する こ とで 卵巣腫瘍 の 術前診断へ の 有用
性 が 示 唆 され た．
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【目的】卵巣腫瘍 に お ける 良性腫瘍 と境界悪性腫瘍 の 鑑 別 は 治療方針 を決定す る上 で 重要で あ る が，しば しば 困 難 で あ る．MRI
拡散強調画像 DWI と ADCmap 〔apparent 　diffusion　eoefficient ）は，婦人科領域で も その 有 用 性 が 報 告 され て い る．今 回，当
院 で 経験 した上 皮性卵巣腫瘍にお い て DWI と ADCmap の 有用性とそ の 他の 診 断 要 素 につ い て 比 較 検討した．【方法】2007
年 7 月か ら2010年 10月 まで に 当院で 治療を行 っ た ．ヒ皮性 卵 巣 腫 瘍 冽 症 例 に 対 し．術前検査の 評価 を後 方視 的 に行 っ た．年
齢．術 前腫瘍 マ ー
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（以 ドTM ：CEA ，　 CAI9−9，　 CA125），　MRI 画像 に おける腫瘍径，充実部分の 有無，　DWI と ADCmap
を評価 し、統計学的解析 を行 い そ の 有用 性 を検討 した．【成績1良性は 18例 （漿 液性 嚢胞 腺腫 8 例．粘液性嚢胞腺腫 5例，単
純性嚢胞 5 例），年齢 ： 中 央値 4L5歳 （19−86＞，腫瘍最大 径 ： 中 央値 85mm ，　 TM 陽性例 ：CEA 　ll％，　 CA19 −927．8％，　 C貳
1250 ％，充実部分を有した 例 ： 0％，拡散画像陽 性 例 （DWI 高信号 で か つ ADCmap 低信 号 例 を陽 性）：16．7％ ．境界悪性 は
16例 （漿 液性 2例，粘液性 正2 例，混合性 2例 ），年齢 ：中央値 45歳（27−88），腫瘍最 大径 ： 中央 値 165mm ，　TM 陽性例 ；CEA
12．5％，CAI9−937．5％ 、　 CAI2537 ．5％ ）．充実 部分 を有 し た 例 ： 56．2e／o，拡 散 画 像陽 性 例 ： 62，5％．年齢，　 TM で は 両群 に 有意
差 な し．腫瘍径，充実部 分 の 有 無．拡散画像陽性例で は両 群 に有意 差 を認め た （p ＝O．OOI9，　pく O．OOOI，　p ＝O．OOI9）．【結論】DWI
お よび ADC 皿 ap 画 像診 断は ，良性腫瘍 と境界 悪 性 腫 瘍 の 鑑 別 に お い て 有用性 が あ る と 考 え られ た，こ れ ら診断要素を総合的
に評価す る こ とに よ り診断効率が 高ま り，術式選択 や 術中病理診断の 有無，治療 方針 の 決定に 際 し有効 で ある こ とが示唆 さ れ
た．
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【目的】卵 巣 癌 の 疑 われ る 卵巣腫瘍に お い て 当科 で施 行 して きた PET − CT 検査 の 結果を病理 学的検討 と合 わ せ て 報告す る．
【方法】PET − CT 検査後 に手術 を施行 した 80例 につ い て PET − CT 検査 の 有用 性お よび臨 床病理 学的検討 を行 っ た．【成績】
80例 の 術 後 病 理 学 的 診 断の 内訳は，良性腫瘍が 43例，境界悪 性 腫瘍 が 6 例，悪性腫瘍 が 31例 で あっ た．SUVmax 値 が 3
以 上 を PET 陽性 とす る と，悪性腫瘍 と境界悪性腫瘍を良性腫蕩 と鑑別す る 特異度 は 96，2％，感度 77．8％，　PPV67 ．6％ ，　NPV
97．7％ で あ っ た．良性腫 瘍 の 43例 中，卵巣 に FDG 集積 が あ っ た症 例 が 2例 で あ り，そ の 組織型 は mature 　cystic　teratoma
mainly 　composed 　strumaovarii と endomet 。ri。tic　cyst で あ っ た．境界悪性腫瘍 は 3例 で FDG 集積 を認 め ず，組 織型 は nlu −
cinous 　bordergine　tumor が 2 例．　 serous 　borderline　tumor が 1例で あ っ た，悪性腫瘍で FDG 集積 を認 め なか っ た 症例が 2
例，軽度集積 に と ど ま っ た 症 例 が 5 例あ っ た．その 組織型 は clear　cell　adenocarchloma が 3 例．　 endometrioid 　adenocarci −
noma ，　 serus 　adenocarcinoma ，　 mucinous 　adenocarcinorna ，　 SSPC が そ れ ぞれ 1 例ずつ で あ っ た．【結 論1境 界悪 性 腫 瘍 は集積
が弱 く，PET − CT 検査 で の 良性腫瘍 との 鑑 別 は 困難で ある と推察 され た ．　clear　cell　adenocarcinoma に お い て 4 例中 3 例 が

PET 陰性 で あり．　
一
方 endometrioid 　adenocarcinoma ，　serus 　adenocarcilloma で は PET 陽性例が 多 く，FDG 集積が 組織型

に よ っ て 異なる可 能性が 示 唆 され た．
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